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６．松本盆地、北アルプス周辺の断層と地震 

６－１.松本盆地、北アルプス周辺の断層と 2002 年から 2013 年 3 月までの地震 

松本盆地周辺の公表されている断層と活断層の位置を図 6-1-2 に示しました。図 6-1-3-

図 6-1-6 は 2002 年 6 月から 2013 年 3 月に発生した地震の震央の分布図です。図 6-1-1 は

表示範囲地域の県境、市町村境界を示しましたので、他の図を見る際の参考にして下さい

（以上の図は 20～25p 参照）。 

図 6-1-2 は産業技術総合研究所地質調査総合センター(2012)から作成した断層の分布に、

内田・今泉（2002）から作成した活断層の分布を重ねた図です。 

日本列島はその生い立ちから、必然的にいたるところに断層が存在します。平野や盆地

など砕屑物が堆積してできた平坦な地形を形成している地域、火山噴出物に覆われた地域

では断層が分布しないように見えますが、実際にはそれらの地域の地下にも断層や活断層

は分布しているはずです。ただ、新しい堆積物に覆われてしまって活断層ですら簡単には

確認できなくなってしまっているだけです。また、活断層といってもいろいろな定義があ

り、ここに書かれているものだけが「活断層」、というわけでもありません。そういった理

由もあり、図 6-1-2 にすべての断層や活断層が図示されているわけではありません。 

震央の位置は、気象庁一元化処理 震源リストからデータを得ています。表示範囲内の深

度 60 ㎞以浅、微小地震を含めたすべての震央をプロットしています。M4 以上の地震はマー

カーが大きくなっており「M4.0」などとマグニチュードが記されています。その他の地震

は M3 以下で、そのほとんどが M2 以下の微小な地震です。 

図 6-1-3～図 6-1-6 には 2-3 年ごとに 4期間にわけた震央分布を示しました。図 6-1-2 に

示した活断層の位置と一緒に震央の位置を示してあるので、その位置関係にも注目してみ

ます。 

 まず、よく知られた活断層と震央の関係を見てみます。図 6-1-3 に示されているように、

2002 年には牛伏寺断層で微小地震が多発した時期があります。また図 6-1-3～6-1-6 でわか

るように跡津川断層ではこの期間は恒常的に地震が発生しているようです。 

一方、活断層が書かれていない地域でも、震央が配列しているところがあります。図 6-1-5

では、2009 年に高瀬ダム北西に震央の集中が見られます。ここには活断層は書かれていま

せんが、図 6-1-2 で断層は書かれている地域です。この震央集中の北方延長で地図の範囲

外ですが、2011 年 10 月 5 日に M5.4 の地震が発生しています（この地域には断層は書かれ

ていません）。乗鞍岳西方の M5.5 の地震(図 6-1-6)は 2011 年 2 月 27 日に発生したもので、

この地震の余震分布は、活断層である高山・大原断層帯の江名子断層の東方延長部にあた

りますが、ここも活断層にはなっていません。このように活断層と言われていなくても、

その地下には地震を起こしている断層が存在します。 

図 6-1-6 の震央分布は先に挙げた乗鞍岳西方の地震の例外は含まれるものの、そのほと
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んどが、2011年3月11日の東北地方太平洋沖地震後に発生した地震です。図6-1-3～図6-1-6

は厳密には等期間ではありませんが（2年 2か月～3年間）、311 大地震前後で地震の発生回

数に差があることはわかります。大地震前後で同じような地域で引き続き地震が発生して

いるところもありますが、大地震後の方が松本盆地や北アルプス地域で地震がかなり増え

ていることがわかります。そして 2011 年 6 月 30 日には松本で M5.4 の地震が発生しました

が、この地域は活断層とはされていませんでした。 

6-2. 2011 年 6 月 30 日「長野県中部の地震」前後の地震活動

前章では過去 10 年近くの松本盆地-北アルプス周辺の地震の発生場所について概観しま

した。本章では 630 松本地震前後の地震活動について、630 松本地震を起こした断層を含む

松本盆地南部について見てゆきます。2011 年 1 月から 2013 年 3 月 5 日に発生した地震の震

央を 13 の期間に分けて図化しました（図 6-2-2～14：26～32p 参照）。一緒に表記した断層

には前章の図で用いた、内田・今泉（2002）の他、活断層研究会（1991）、近藤ほか（2006）、

松多ほか（1999）、澤ほか（2007）に記載された活断層、推定活断層が含まれています。図

6-2-1 は断層の分布に松本市の主な地名を重ねた図です。 

ここに示した（従来考えられてきた）活断層がない地域で 630 松本地震は発生しました。

630 松本地震断層の位置とそれぞれの期間の震央の位置に着目し、各期間の図のポイントを

解説します。 

2011 年 1－3 月のこの範囲の地震（図 6-2-2）は 311 大地震以降に発生したものがおよそ

8 割を占めます。中山のすぐ東側の震央集中は 3 月 13 日頃、深さ 6 ㎞を中心に発生した地

震の震源です（最大で M2.1）。中山南東の南北に並んだ震央は、多くは 3月 14-16 日、震度

3－4㎞と浅いところで発生した地震のものです（最大で M3.1）。630 松本地震断層範囲内の

1点は 3月 22 日に発生した震源深度 7.5 ㎞の地震の震央です（M-0.2）。 

4 月になると（図 6-2-3）、630 松本地震断層範囲内で震央の集中が見られます。これら

のほとんどが 4月 5日～20 日に深度 8－9㎞で発生した地震によるもので、この深度は 630

地震の深度より一段深い深度となります（最大で M1.1）。赤木山断層とそのほぼ北方延長線

上でも微小な地震（M1 以下）が発生していますし、630 松本地震断層北方延長線上に現れ

た震央の集中（松本市島内付近）は 4 月 28-29 日に発生した、深度 10-11 ㎞での地震です

（最大 M1.1）。 

5 月には（図 6-2-4）630 松本地震断層の南部で顕著な震央の集中が見られます。これら

は 5月 15-16 日に深度 3.5 ㎞前後で発生した地震が主で最大 M2.4 でした。その他にも牛伏

寺断層の南部などあちこちで微小な地震が発生しています。 

311 以降のこの地域の地震については、微小な地震であったために報道されることもあ

りませんでしたが、630 松本地震が起こった後あらためて見直してみると、630 で動いた断

層の範囲内で 4 月から 5 月にかけて既に地震活動があったことがわかります。松本盆地南

部の牛伏寺断層周辺域では、2002 年の牛伏寺断層沿いの地震活動以降、目立った地震活動

はありませんでした。しかし 311 の大地震以降、630 松本地震断層内とその周辺で多くの地

震が発生するようになりました。実はこのような微小な地震に多くの人たちが気づいてい

たことが、アンケートの自由記述を整理したところわかりました。前兆地震（？）の報告

をいただいた方のお住まいの位置と代表的な記述を示したものが図 6-2-15（33p 参照）で

す。このような地震の後に必ず大きな地震がくるものか、定かではありませんが、630 地震

につながったのであろう、微小地震をその震央周辺ではどのように感じたのか知っておく

ことは、今後松本盆地で発生するであろう同様の大きな地震に備えるうえでも大切でしょ
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６－２. 2011 年 6 月 30 日「長野県中部の地震」前後の地震活動 

前章では過去 10 年近くの松本盆地-北アルプス周辺の地震の発生場所について概観しま

した。本章では 630 松本地震前後の地震活動について、630 松本地震を起こした断層を含む

松本盆地南部について見てゆきます。2011 年 1 月から 2013 年 3 月 5 日に発生した地震の震

央を 13 の期間に分けて図化しました（図 6-2-2～14：26～32p 参照）。一緒に表記した断層

には前章の図で用いた、内田・今泉（2002）の他、活断層研究会（1991）、近藤ほか（2006）、

松多ほか（1999）、澤ほか（2007）に記載された活断層、推定活断層が含まれています。図

6-2-1 は断層の分布に松本市の主な地名を重ねた図です。 

ここに示した（従来考えられてきた）活断層がない地域で 630 松本地震は発生しました。

630 松本地震断層の位置とそれぞれの期間の震央の位置に着目し、各期間の図のポイントを

解説します。 

2011 年 1－3 月のこの範囲の地震（図 6-2-2）は 311 大地震以降に発生したものがおよそ

8 割を占めます。中山のすぐ東側の震央集中は 3 月 13 日頃、深さ 6 ㎞を中心に発生した地

震の震源です（最大で M2.1）。中山南東の南北に並んだ震央は、多くは 3月 14-16 日、震度

3－4㎞と浅いところで発生した地震のものです（最大で M3.1）。630 松本地震断層範囲内の

1点は 3月 22 日に発生した震源深度 7.5 ㎞の地震の震央です（M-0.2）。 

4 月になると（図 6-2-3）、630 松本地震断層範囲内で震央の集中が見られます。これら

のほとんどが 4月 5日～20 日に深度 8－9㎞で発生した地震によるもので、この深度は 630

地震の深度より一段深い深度となります（最大で M1.1）。赤木山断層とそのほぼ北方延長線

上でも微小な地震（M1 以下）が発生していますし、630 松本地震断層北方延長線上に現れ

た震央の集中（松本市島内付近）は 4 月 28-29 日に発生した、深度 10-11 ㎞での地震です

（最大 M1.1）。 

5 月には（図 6-2-4）630 松本地震断層の南部で顕著な震央の集中が見られます。これら

は 5月 15-16 日に深度 3.5 ㎞前後で発生した地震が主で最大 M2.4 でした。その他にも牛伏

寺断層の南部などあちこちで微小な地震が発生しています。 

311 以降のこの地域の地震については、微小な地震であったために報道されることもあ

りませんでしたが、630 松本地震が起こった後あらためて見直してみると、630 で動いた断

層の範囲内で 4 月から 5 月にかけて既に地震活動があったことがわかります。松本盆地南

部の牛伏寺断層周辺域では、2002 年の牛伏寺断層沿いの地震活動以降、目立った地震活動

はありませんでした。しかし 311 の大地震以降、630 松本地震断層内とその周辺で多くの地

震が発生するようになりました。実はこのような微小な地震に多くの人たちが気づいてい

たことが、アンケートの自由記述を整理したところわかりました。前兆地震（？）の報告

をいただいた方のお住まいの位置と代表的な記述を示したものが図 6-2-15（33p 参照）で

す。このような地震の後に必ず大きな地震がくるものか、定かではありませんが、630 地震

につながったのであろう、微小地震をその震央周辺ではどのように感じたのか知っておく

ことは、今後松本盆地で発生するであろう同様の大きな地震に備えるうえでも大切でしょ
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う。これらの貴重な証言は、巻末の資料１－２のアンケート記載集の１章にまとめてある

のでご一読ください。 

6 月 1-28 日（図 6-2-5）は特に目立った活動は認められませんでしたが、6 月 29 日 19

時 32 分には 630 松本地震の前震と考えられる M3.4 が発生しました。この地震は深度 4.2

㎞で発生しており、630 本震震源とほぼ同じ深度であり、観測結果からは本震震源から北に

300ｍほどの地点で発生したことになります（観測誤差の範囲では一致するくらいの距離）。

この前震の余震の範囲が図 6-2-6 で追加された震央の集中する範囲です。6 月 29 日の夜に

発生した複数の地震をどのように感じたかは、非常に多くの方がアンケートに記述されて

います。（記載集 4～8p） 

6 月 30 日 8 時 16 分には深度 4.3 ㎞で M5.4 の本震が発生し、8時 21 分には深度 3.7km で

M5.1 の最大余震が発生しました。本震発生日から 1 週間の震央分布を加えたのが図 6-2-6

です。これらの余震範囲を囲って 630 松本地震断層としているわけですが、この断層と斜

交する方向にも多数の微小地震が分布します。これらは 630 松本地震断層の共役断層で発

生した地震と考えられます。この共役断層での地震は本震直後から発生し始めています。

本震断層は余震の 3 次元的な分布からほぼ垂直であることがわかります。共役断層の震源

分布は 3 次元で見ても面上の配列をはっきり認識することはできず、断層面の傾斜は認定

できませんでした。本震断層、共役断層での地震は深度 4-5 ㎞前後で発生しましたが、牛

伏寺断層に沿った地震の震源は 5-6 ㎞と共役断層の震源よりもやや深いところに分布しま

す。 

その後、630 松本断層余震域での地震は減少してはきますが、松本盆地内では各地で微

小な地震が発生しており、図 6-2-3 で示された松本市島内付近でも 2012 年 9 月まで引き続

き地震が発生しているほか（深度 11 ㎞前後）、2012 年 3-7 月には、豊科高家付近の深度 11-12

㎞前後に微小な地震の震源が集中しています（図 6-2-10～12）。これら 2か所の震央集中域

は 630 松本地震断層の北方延長線上にあたり、今後の地震活動の推移に注目しています。 

また、2012 年 9 月以降（図 6-2-12～14）は、松本市の城山付近に微小地震の震央が目立

つようになっています（多くは深度 12 ㎞付近）。松本盆地東縁断層などの活断層の付近で

すので、こちらにも注目しています。 

ここで震央の分布を示すために利用している気象庁一元化処理 震源リストは「防災科学

技術研究所 Hi-net 高感度地震観測網」のホームページで、登録さえすれば無料で入手する

ことができるので、直近までの地震の震源分布図など、どなたでも作成することができま

す。 

７ おわりに 

2011 年 6 月 30 日の地震から、まもなく 2年が経過しようとしています。どのような災害

でも、その際に受けた大きな痛手、それがたとえ人的であろうと物的であろうとその記憶

は時間の経過とともに次第に薄れ、やがて忘れ去られていくものが多いのかもしれません。

しかし、地震や豪雨などの自然現象が原因で起きる災害は、必ずまたやってくると考えな

ければなりません。最近、国（内閣府）が南海トラフを震源とする巨大地震による被害想

定結果を発表しました。被害額が 220 兆円を超えるというとてつもない規模になっていま

す。太平洋岸はもちろん長野県のような内陸地域でも揺れによる被害は甚大なものになる

というものです。糸魚川―静岡構造線という巨大な断層が通っている松本盆地は、それ自

体の活動による内陸直下型地震を想定する必要がある地帯です。2年前の 630 地震は、幸い

に小規模な地震だったため、家屋の損壊が多数に上ったとはいえ、幸いなことに甚大な被

害の比較的少ない結果でしたが、決して安心できる場所ではありません。 

よく知られているように、地震の際の揺れ方は、地震発生の場所が遠いか近いか、規模

の大きな地震か小さな地震か、あるいは建物の構造など、さまざまな要因が関係していま

す。実はその場所の地盤の特徴も大きく関係するのです。私たち震動調査グループは、こ

れまでこの地震の際の揺れの特徴を、アンケート結果をもとに解析を進めてきました。今

年度から来年度にかけてはボーリングデータを収集して盆地の地盤状況を明らかにしよう

と考え、データ整理や解析を進めてきました。微動アレー探査という手法も取り入れ、地

下に伏在する活断層についてもデータを集めたいと考え、一部地域ですが探査を行いまし

た。それらの成果の一部がこの報告書にも掲載されているわけです。平成 25 年度もこれら

の調査を続行し、その結果をまとめて最終的には新たに「松本平の地盤図」を作成し「揺

れやすさマップ」として公表できるようにしたいと考えています。 

私たちの今住んでいる場所が、地震の揺れにどのように反応するところなのか？ 揺れ

やすい場所、それとも揺れにくいところ？ 

そんなことが、今までよりも詳しく分かってくれば、松本の街全体を「地震に強い街」

にしていくことも少し前進するのではないかと、期待しているところです。 
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